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世
界
の
平
和
と
人
類
の
助
か
り
に
向
け
て 

金
光
教
神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会 

会
長 
山 

田 

信 

二 

 

今
年
は
山

梨
県
に
お
い

て
金
光
教
の

布
教
が
始
め

ら
れ
て
１
３

０
年
に
な
り

ま
す
。 

 

 

山
梨
県
で
最
初
に
布
教
さ
れ
た
の
は
、
甲
府
教

会
を
開
か
れ
た
喜
多
儀
平
（
き
た 

ぎ
へ
い
）
先
生

で
し
た
。
こ
の
先
生
は
、
多
く
の
先
生
方
の
中
で

も
異
色
の
経
歴
を
持
ち
、
異
色
の
志
を
立
て
ら
れ

た
方
で
し
た
。
喜
多
先
生
は
、
香
川
県
か
ら
上
京

し
て
勉
学
を
進
め
、
横
浜
で
英
国
人
弁
護
士
の
書

生
と
な
っ
て
英
語
、
法
律
を
学
ば
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
そ
の
弁
護
士
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
わ

た
る
時
に
求
め
ら
れ
て
付
き
従
っ
て
、
助
手
と
し

て
数
年
間
働
か
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
帰
国
し

て
か
ら
横
浜
教
会
で
入
信
さ
れ
、
教
師
と
な
ら
れ

ま
し
た
。 

 

そ
の
際
、
海
外
布
教
を
志
さ
れ
た
の
で
す
が
、

本
部
か
ら
時
期
尚
早
と
し
て
止
め
ら
れ
、
甲
府
に

布
教
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
実
現
し
な
か
っ

た
、
こ
の
喜
多
先
生
の
志
を
思
い
ま
す
と
、
１
３

０
年
前
か
ら
、
こ
の
神
奈
川
山
梨
連
合
会
の
源
流

に
、
世
界
へ
の
眼
差
し
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に

目
が
覚
め
る
よ
う
な
思
い
が
い
た
し
ま
す
。 

今
、
私
た
ち
の
生
活
は
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
世

界
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
金
光
教
が
「
世
界
の

平
和
と
人
類
の
助
か
り
」
を
目
指
す
と
い
う
こ
と

は
、
け
っ
し
て
非
現
実
的
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
年
も
、
こ
の
連
合
会
か
ら
世
界
に
向
け
て

信
心
を
輝
か
せ
て
行
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

２
０
２
４
年
度 

神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会
総
会
報
告 

去
る
１
月
27
日
（
土
）
13
時
30
分
か
ら
今
年
度

の
神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会
総
会
が
、
神
奈
川
教

会
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

本
年
度
の
連
合
会
総
会
は
、
20
年
度
以
来
の
対

面
で
の
開
催
と
な
り
、
各
教
会
を
代
表
す
る
教
師

10
名
、
信
徒
14
名
の
方
々
が
参
集
し
て
、
２
０
２

３
年
度
事
業
報
告
案
、
決
算
案
、
２
０
２
４
年
度

事
業
計
画
案
、
予
算
案
と
も
に
全
員
の
賛
成
を
い

た
だ
き
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

開
会
の
御
祈
念
の
後
に
、
山
田
信
二
会
長
（
横

浜
西
教
会
）
よ
り
、
本
年
度
は
山
梨
県
布
教
１
３

０
年
を
迎
え
る
こ
と
、
そ
の
布
教
を
始
め
た
喜
多

儀
平
師
は
海
外
布
教
を
志
し
て
い
た
こ
と
が
紹
介

さ
れ
、
１
３
０
年
前
か
ら
海
外
へ
の
目
線
を
持
た

れ
て
い
た
こ
と
が
驚
き
を
も
っ
て
伝
え
ら
れ
、
そ

の
眼
差
し
を
受
け
現
わ
し
て
い
く
活
動
へ
の
思
い

が
話
さ
れ
ま
し
た
。 

  

ま
た
、
久
し
ぶ
り
の
対
面
開
催
と
い
う
こ
と
か

ら
、
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
、
議
長
に
安
達
幸
則
師

（
相
模
原
教
会
）
が
選
出
さ
れ
て
議
事
に
移
り
ま

し
た
。 
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議
事
で
は
始
め
に
、
村
田
総
務
部
長
よ
り
23
年

度
の
事
業
報
告
案
と
決
算
案
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
本
年
度
の
活
動
計
画
案
に
移
り
、
全
体
を

通
し
て
山
田
会
長
が
、
教
師
部
に
つ
い
て
横
山
部

長
が
、
信
徒
部
に
つ
い
て
山
口
部
長
が
、
そ
し
て

山
梨
集
会
に
つ
い
て
南
研
修
会
担
当
か
ら
説
明
が

加
え
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
村
田
部
長
よ
り
予
算

案
が
説
明
さ
れ
、
そ
の
都
度
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

そ
の
後
、
そ
の
他
の
事
項
を
含
め
て
、
質
疑
や

意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
元
日
に
起
こ
っ
た
能
登
半

島
地
震
の
被
災
状
況
や
支
援
状
況
、
そ
し
て
募
金

の
受
け
入
れ
先
な
ど
を
始
め
、
山
梨
集
会
の
交
通
、

宿
泊
情
報
な
ど
、
活
発
に
情
報
や
、
意
見
交
換
が

な
さ
れ
ま
し
た
。 

  

そ
の
後
、
山
口
信
徒
部
長
よ
り
挨
拶
が
な
さ
れ
、

行
事
へ
の
参
画
が
改
め
て
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
ご
祈
念
が
仕
え
ら
れ
、
無
事
に
24
年
度
総

会
の
幕
が
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
資
料
、
記
録
な
ど
必
要
が
あ
り
ま
し
た
ら

総
務
村
田
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

本
年
度
も
、
諸
事
業
の
上
に
ご
理
解
と
ご
支
援
、

ご
参
加
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
（
抜
粋
） 

▼
教
師
信
徒
研
修
会 

７
月
２
日
（
日
）
神
奈
川
公
会
堂 
 

講
師
：
嶋
田
洋
師 

（
東
京
セ
ン
タ
ー
所
長
・
所
沢
教
会
長
） 

「
こ
れ
か
ら
の
信
心
」 

発
表
：
今
村
則
子
師
（
生
麦
）
、
原
田
秀
彦
氏
（
横

浜
西
）
、
伊
藤
か
お
る
氏
（
鎌
倉
稲
村
ガ

崎
） 

参
加
者
31
名 

▼
み
ん
な
の
交
流
会 

 

① 

鎌
倉
散
策 

３
月
27
日
（
月
） 

源
氏
山
公
園
～
鶴
岡
八
幡
宮
～
腹
切
り
櫓

～
鎌
倉
稲
村
ガ
崎
教
会 

参
加
者
43
名 

② 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

９
月
17
日
（
日
） 

神
奈
川
公
園
、
神
奈
川
教
会 

 

参
加
者
23
名 

▼
女
性
の
つ
ど
い 

６
月
23
日
（
金
）
横
浜
西
教
会 

 

発
表
者
：
岩
井
和
子
氏
（
横
浜
西
教
会
） 

「
神
様
に
お
任
せ
し
て
安
心
の
日
々
を
」 

 

参
加
者
37
名 

▼
講
話
と
夕
食
の
会 

 

 

12
月
２
日
（
土
）
神
奈
川
近
代
文
学
館 

 

発
表
者
：
鈴
木
徳
昭
氏
（
平
塚
）、
高
橋
義
吉
氏

（
藤
沢
）
、
山
口
和
賀
雄
氏
（
子
安
）
、 

 

辻
秀
志
氏
（
小
田
原
） 

参
加
者
19
名 

▼
神
奈
川
山
梨
布
教
１
３
０
年
事
業 

 
 

記
念
冊
子
の
刊
行
：
９
月
発
行 

７
０
０
部 

内
容
：
連
合
会
内
の
教
会
紹
介
、
１
３
０
年
事

業
報
告
、
年
表 

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

連
合
会
行
事
報
告
、『
か
り
ん
』
各
号
、
教
会
掲

示
板
を
掲
載
し
、
随
時
更
新
し
た
。 

▼
社
会
活
動 

○
使
用
済
み
切
手
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
：
藤

沢
教
会 

少
年
少
女
会
連
合
本
部
を
通
じ
て

キ
リ
ス
ト
教
団
体
へ
、
途
上
国
の
医
療
支
援
。 

○
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
：
神
奈
川
教
会 

幸
ヶ
谷

小
学
校
へ
委
託
、
途
上
国
の
医
療
支
援
。 

○
プ
ル
ト
ッ
プ
：
平
塚
教
会 

前
橋
教
会
へ
委

託
、
前
橋
市
社
協
で
回
収
後
換
金 

        

２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
（
抜
粋
） 

１
．
総
会 

 

１
月
27
日
（
土
） 

会
場
：
神
奈
川
教
会 

議
事
：
２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
・
決
算
の

審
議
、
２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
・
予
算
の

審
議
、
そ
の
他 

２
．
運
営
委
員
会 

 

年
５
回
開
催 
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３
．
山
梨
県
布
教
１
３
０
年
記
念
山
梨
集
会 

 
①
教
師
信
徒
研
修
会 

会
場
：
甲
府
教
会 

日
時
：
６
月
15
日
（
土
）
13
時
半
～
16
時 

内
容
：
講
話
（
山
田
信
二
師 

横
浜
西
教
会
）、

信
心
体
験
発
表
（
信
徒
２
名
）
、
全
体
懇
談 

※
教
師
信
徒
研
修
会
終
了
後
、
希
望
者
は
懇

親
会
、
宿
泊
を
予
定
し
て
い
ま
す 

※
子
供
の
行
事
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、 

 
 

 

お
子
様
を
連
れ
て
の
参
加
も
で
き
ま
す 

②
み
ん
な
の
交
流
会 

山
梨
散
策 

日
時
：
６
月
16
日
（
日
）
10
時
～
15
時 

内
容
：
山
梨
県
立
美
術
館
（
文
学
館
）、
武
田

神
社
（
信
玄
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
な
ど
見
学 

４
．
第
２
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

日
時
：
９
月
16
（
祝
）
９
時
～
13
時 

会
場
：
片
倉
北
公
園
（
横
浜
市
営
地
下
鉄
片

倉
町
徒
歩
９
分
、
岸
根
公
園
徒
歩
11
分
） 

５
．
女
性
の
つ
ど
い 

日
時
：
７
月
を
予
定 

会
場
、
内
容
は
未
定 

６
．
講
話
と
夕
食
の
会 

 

 
 

日
時
：
12
月
７
日
（
土
） 

 
 

内
容
：
防
災
（
ひ
か
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
） 

会
場
：
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
を
予
定 

７
．
教
師
部 

①
教
師
会 

４
回
開
催
（
３
／
14
日
：
野
毛
、

７
月
、
９
月
、
12
月
） 

② 

定
期
教
話
の
実
施 

３
月
～
11
月 

③ 

ひ
い
ら
ぎ
の
会
の
開
催 

２
回
開
催 

④ 

「
教
師
部
通
信
」
の
発
行 

８
．
信
徒
部 

① 

委
員
会 

１
／
27
（
神
奈
川
）
以
後
、
随
時

開
催 

②
企
画
部
会 

随
時
開
催 

 

９
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

 
 

連
合
会
活
動
の
周
知
、
広
報
を
行
う 

U
R

L

＝h
ttp

://w
w

w
.k

y
o
k

a
ire

n
g
o
k

a
i.jp

 
 

10
．
連
合
会
だ
よ
り 

『
か
り
ん
』
の
発
行 

年
４
回 

11
．
社
会
活
動 

各
種
収
集
活
動
の
実
践 

○
切
手
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
：
藤
沢
教
会 

○
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
：
神
奈
川
教
会 

○
プ
ル
ト
ッ
プ
：
平
塚
教
会 

〇
使
用
済
み
タ
オ
ル
：
各
教
会
（
ひ
か
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
※
洗
濯
済
み
の
も
の
、
手

拭
い
は
不
可 

12
．
そ
の
他 

 
 

当
教
会
連
合
会
を
包
含
す
る
団
体
の
活
動
へ

の
参
画
な
ど 

① 
山
梨
県
下
の
教
会
に
よ
る
活
動 

② 

首
都
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
活
動 

フ
ォ
ー
ラ
ム
活
動
へ
の
協
力
と
フ
ォ
ー

ラ
ム
会
議
へ
の
出
席 

③ 

関
東
教
区
信
徒
会
活
動 

 

関
東
教
区
信
徒
会
活
動
へ
の
参
加 

④ 

神
奈
川
県
宗
教
連
盟
活
動 

宗
教
文
化
講
座
な
ど
、
神
奈
川
県
宗
教
連

盟
活
動
へ
の
参
加 

  

連
合
会
信
徒
部
主
催
の
「
講
話
と
夕
食
の
会
」

は
旧
冬
12
月
２
日
（
土
）
13
時
半
よ
り
、
港
の
見

え
る
丘
公
園
奥
、
冬
枯
れ
の
木
々
に
囲
ま
れ
た
神

奈
川
近
代
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

連
合
会
信
徒
部
委
員
で
あ
る
鈴
木
徳
昭
さ
ん
（
平

塚
）
、
高
橋
義
吉
さ
ん
（
藤
沢
）
、
山
口
和
賀
雄
さ

ん
（
子
安
）
、
辻
秀
志
さ
ん
（
小
田
原
）
の
４
氏
に

「
私
と
金
光
教
」
と
題
し
て
、
お
話
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。 

 

鈴
木
さ
ん
は
、
中
国
の
農
村
部
を
サ
イ
ク
リ
ン

グ
す
る
と
い
う
旅
を
主
催
さ
れ
た
。
１
９
８
８
年

か
ら
１
９
９
３
年
ま
で
、
１
年
に
３
０
０
キ
ロ
、

６
年
間
で
１
８
０
０
キ
ロ
を
走
破
し
た
と
か
、
参

加
者
は
延
べ
２
０
０
人
、
４
割
が
女
性
だ
っ
た
が
、

一
度
も
事
故
が
な
か
っ
た
。「
私
自
身
は
お
届
と
い

う
も
の
を
し
た
こ
と
が
な
く
、
金
光
教
に
正
面
か

ら
向
き
合
っ
て
こ
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
お

か
げ
は
頂
い
て
い
た
と
感
じ
て
い
る
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。 

 

高
橋
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
、
横
浜
市
役
所
の

下
水
道
局
に
勤
務
さ
れ
、
そ
こ
で
体
験
さ
れ
た
さ

ま
ざ
ま
な
ピ
ン
チ
に
つ
い
て
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

立
派
な
競
技
場
に
排
水
計
画
が
な
か
っ
た
こ
と
、

滅
多
に
倒
れ
な
い
超
大
型
の
ク
レ
ー
ン
車
が
２
度

続
け
て
倒
壊
し
た
こ
と
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
出
張
し

て
、
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を
走
っ
た
ら
、
迷
子
に
な

っ
た
こ
と
、
等
々
。「
神
様
か
ら
与
え
ら
れ
た
難
儀 

な
ら
超
え
ら
れ
な
い
は
ず
が
な
い
と
頑
張
っ
て
き

た
が
、
実
際
に
乗
り
越
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
有

講
話
と
夕
食
の
会
が
開
か
れ
ま
し
た 
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難
く
思
う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

山
口
さ
ん
は
、
神
奈
川
教
会
長
・
福
田
源
三
郎

師
か
ら
頂
い
た
名
前
（
和
賀
雄
）
に
も
関
わ
ら
ず
、

あ
ま
り
お
参
り
し
な
か
っ
た
が
、
連
合
会
の
役
員

に
な
り
、
さ
ら
に
信
徒
部
長
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

信
友
が
出
来
、
本
を
読
み
、
金
光
教
に
対
す
る
理

解
が
深
ま
っ
て
き
た
と
実
感
し
て
い
る
。
ご
本
部

の
施
設
は
立
派
だ
が
、
古
く
な
っ
て
い
る
。
手
を

こ
ま
ね
い
て
い
て
は
い
け
な
い
、
何
と
か
し
な
け

れ
ば
、
何
と
か
し
た
い
、
と
金
光
教
へ
の
提
言
に

つ
い
て
も
言
及
さ
れ
ま
し
た
。 

 

辻
さ
ん
は
、
ご
自
身
の
生
い
立
ち
を
詳
し
く
述

べ
ら
れ
、
小
田
原
教
会
の
安
田
好
三
先
生
の
薫
陶

を
受
け
た
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
金
光
教
の
基

本
は
人
の
願
い
を
神
に
伝
え
、
神
か
ら
の
答
え
を

理
解
し
、
信
者
に
伝
え
る
「
取
次
」
に
あ
る
と
思

う
が
、
現
在
こ
の
形
は
生
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

信
者
の
側
も
た
だ
祭
典
日
に
参
拝
す
る
だ
け
で
な

く
、
普
段
の
日
に
も
参
拝
し
て
お
取
次
を
頂
く
姿

勢
が
必
要
で
は
な
い
か
、
と
説
か
れ
ま
し
た
。 

  

４
人
の
方
々
の
お
話
は
個
性
が
あ
り
、
内
容
豊

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
経
験
が
に
じ
み
出
て
い
て
、

参
考
に
な
っ
た
し
、
楽
し
め
ま
し
た
。
参
加
者
が

19
名
と
少
な
い
の
を
残
念
に
思
っ
た
が
、
興
味
の

あ
る
方
は
、
連
合
会
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。
当

日
の
お
話
が
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
大
塚
東
子
） 

武
蔵
小
杉
教
会 

神

奈

川

教

会 

野

毛

教

会 

鎌
倉
稲
村
ガ
崎
教
会 

生

麦

教

会 

平

塚

教

会 

相

模

原

教

会 

丸

子

教

会 

子

安

教

会 

横

須

賀

教

会 

大

明

教

会 

藤

沢

教

会 

横

浜

西

教

会 

登

戸

教

会 

小

田

原

教

会 

南

甲

府

教

会 

甲

府

教

会 

教
会
名 

５
月
26
日(

日)

11
時 

５
月
25
日(

土)

11
時
30
分 

５
月
18
日(

土)

13
時
30
分 

５
月
11
日(

土)

13
時 

５
月
５
日(

祝)

13
時 

５
月
４
日(

土)

13
時 

５
月
３
日(

祝)

14
時 

５
月
３
日(

祝)

11
時 

５
月
３
日(

祝)

13
時
30
分 

５
月
３
日(

祝)

13
時
30
分 

４
月
29
日(

祝)

13
時
30
分 

４
月
29
日(

祝)

11
時 

４
月
28
日(

日)
13
時
30
分 

４
月
28
日(
日)
13
時
30
分 

４
月
28
日(

日)

14
時 

４
月
22
日(

月)

11
時 

４
月
21
日(

日)

13
時
30
分 

日 
 

 

程 

金
光
教
神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会 

発 

行 

者 
 

山 

田 

信 

二 

横
浜
市
泉
区
下
飯
田
町
９
２
６‐

２
３ 

〒
245-

0017 

金
光
教
横
浜
西
教
会
内 

 

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度 

 

天
地
金
乃
神
大
祭
日
程 

発表者の方々 

（左から発表順） 

【 

お
知
ら
せ 

】 

〇
山
梨
県
布
教
１
３
０
年
記
念
山
梨
集
会 

 

山
梨
県
布
教
１
３
０
年
を
記
念
し
て
、
今

年
は
左
記
行
事
を
山
梨
県
で
開
催
し
ま
す
。 

・
教
師
信
徒
研
修
会 

 

６
月
15
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時 

甲
府
教
会
（
終
了
後
、
懇
親
会
を
予
定
） 

 

・
み
ん
な
の
交
流
会 

 

６
月
16
日
（
土
）
10
時
～
15
時 

 
 

山
梨
散
策
（
県
立
美
術
館
、
武
田
神
社
な
ど
） 

※
ど
ち
ら
か
一
方
の
参
加
で
も
結
構
で
す
。 

宿
泊
の
斡
旋
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 


